
小学校社会科班 小 林 茂 夫 （小学校教諭）「 身 近 な 社 会 的 事 象 に つ い て 進 ん で 調 べ 、 考 え る 児 童 の 育 成 」

担当指導主事 義務教育研究係 飯沼 良夫～ 地 域 素 材 の 活 用 と 児 童 相 互 の 意 見 交 流 を 通 し て ～

「 研 修 の 成 果 と 課 題 」
〔 成 果 〕 〔 課 題 〕

○ 副 読 本 以 外 か ら も 資 料 を 探 し 活 用 し た り 、 記 念 碑 の 見 学 を し た り 、 ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー を ○授業のねらいにあった適切な資料や、分かりやすい資料を提示することが必要である。

招 い て 話 を 聞 い た り し た こ と は 、 学 習 の 過 程 で 効 果 が あ っ た 。 ○見学や模擬体験、ゲストティーチャーに話を聞くなどといった活動はたいへん有効であるが、

○ 課 題 に 対 し て 自 分 の 考 え を し っ か り も た せ 、 意 見 、 交 流 を 行 う こ と で 、 社 会 的 事 象 に つ い それを学習過程のどの段階で取り入れ、その後の授業にどう生か していくかが課題である。

て の 思 考 力 が 高 ま っ た 。 ○自分の意見はもてるが、それがグループや集団での話合いで深まらないことが多い。話合いの

○ 身近なキャベツを題材に扱うことで、子どもたちは課題 について意欲的に調べることができた。 意味や楽しさを味わうことができるような指導を、継続的に行っ ていくことが必要である。


